
多
分
小
学
三
年
の
頃
だ
思
う
が

講
堂
で｢

風
の
又
三
郎
」
の
映
画

鑑
賞
が
有
っ
た
。
「
♪
ど
っ
ど
ど

ど
ど
う
ど

ど
ど
う
ど

ど
ど
う
、

青
い
く
る
み
も
吹
き
と
ば
せ
・
・
・

ど
っ
ど
ど

ど
ど
う
ど

ど
ど
う
ど

ど
ど
う
♪
」
と
気
味
悪
い
音
楽

と
「
ヒ
ュ
ウ
ヒ
ュ
ウ
」
の
風
の
音

が
耳
に
残
っ
た
。
そ
の
ト
ラ
ウ
マ

で
「
宮
沢
賢
治
」
の
詩
や
文
は

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
を
さ
ら
っ
と

目
を
通
し
た
だ
け
だ
っ
た
。

鑑
賞
の
後
、

先
生
が
「
宮

沢
賢
治
」
の

こ
と
を
お
話

さ
れ
、
暫
く

は
、
教
室
で

弁
当
や
教
科

書
を
包
ん
で

き
た
風
呂
敷

を
マ
ン
ト
代

わ
り
に
し
て
、

又
三
郎
の
奇

妙
な
行
動
の

真
似
が
流
行
っ

た

。

今

朝

｢

今
に
生
き
る

宮
沢
賢
治
」
被
災
地
を
訪
ね
て
・
と

題
し
た
宮
沢
賢
治
研
究
者
の
三
上

満
氏
の
「
社
会
を
紡
ぐ
行
ッ
テ
の
思

想
」
〈
赤
旗5

/
2
0

）
の
文
を
読
ん
だ
。

こ
の
文
で
知
っ
た
の
だ
が
、
【
賢

治
は1

8
9
6

年
（
明

28
）
２
万
２
千

人
死
者
を
だ
し
た
三
陸
大
津
波
の

年
に
生
ま
れ

1
9
3
3

年
（
昭

8
）

3
月
の
昭
和
三
陸
大
地
震
大
津
波

に
心
を
い
た
め
つ
つ
こ
の
世
を
去
っ

た
】

映
画
中
で
流
れ
る

♪
ど

ど
ど
ど
ど
ど
で
始
ま
る
曲
の
気
味

悪
い
響
き
は
、
そ
の
作
曲
者
が

「
生
ま
れ
る
前
は
母
体
の
中
で
、

死
の
直
前
は
自
ら
に
耳
で
聞
い
た

か
も
知
れ
な
い
津
波
の
響
き
音
」

を
賢
治
に
代
わ
っ
て
表
現
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
？
と
勝
手
に
想

像
し
て
い
る
。
三
上
満
氏
は
「
雨

ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
中
に
『
行
ッ
テ
』

の
言
葉
が
三
度
も
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
そ
の
言
葉
の
重
要
性
を

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

【
本
当
の
幸
い
求
め
・
こ
の
「
行
ッ

テ
」
こ
そ
、
賢
治
の
思
想
と
生
涯

の
核
心
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
す

で
に
病
床
に
あ
っ
た
賢
治
は
、
苦

難
に
立
ち
向
か
う
人
び
と
の
と
こ

ろ
に
は
行
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
訪
ね
て
く
る
農
民

に
は

、

死

の

前

日
ま
で

て

い

ね

い

に

応

対

し

、

そ
の
「
行
ッ
テ
」

の
思
想
を

つ
ら

ぬ
い
た
の
で
あ
っ

た
。

い
ま
被
災
地
に
多
く
の
人
た
ち

が
行
っ
て
い
る
。
行
く
こ
と
が
か

な
わ
な
い
人
び
と
が
、
そ
の
心
を

届
け
、
痛
み
を
分
か
ち
合
っ
て
い

る
。
そ
の
無
数
の｢

行
ッ
テ｣

の
思

い
が
、
必
ず
こ
の
国
と
社
会
の
新

し
い
か
た
ち
を
紡
ぎ
だ
し
て
い
く

で
あ
ろ
う
。
「
み
ん
な
の
ほ
ん
と

う
の
幸
い
」
を
求
め
つ
づ
け
た
健

治
の
魂
は
、
そ
の
こ
と
を
私
た
ち

に
呼
び
か
け
て
い
る
。
】

【
～
】
は
掲
載
記
事
の
文
を
引
用

し
た
。

東
ニ
病
気
ノ
コ
ド
モ
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雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

風
ニ
モ
マ
ケ
ズ

雪
ニ
モ
夏
ノ
暑
サ
ニ
モ

マ
ケ
ヌ
丈
夫
ナ
カ
ラ
ダ

ヲ
モ
チ

慾
ハ
ナ
ク

決
シ
テ
瞋
ラ
ズ

イ
ツ
モ
シ
ヅ
カ
ニ
ワ
ラ

ツ
テ
イ
ル

一
日
ニ
玄
米
四
合
ト
味

噌
ト
少
シ
ノ
野
菜
ヲ
タ

ベ

ア
ラ
ユ
ル
コ
ト
ヲ

ジ
ブ
ン
ヲ
カ
ン
ジ
ョ
ウ

ニ
入
レ
ズ
ニ
ヨ
ク
ミ
キ

キ
シ
ワ
カ
リ

ソ
シ
テ
ワ
ス
レ
ズ

野
原
ノ
松
ノ
林
ノ
蔭
ノ

小
サ
ナ
萱
ブ
キ
ノ
小
屋

ニ
イ
テ

ア
レ
バ
行
ッ
テ
看
病
シ

テ
ヤ
リ

西
ニ
ツ
カ
レ
タ
母
ア
レ

バ
行
ッ
テ
ソ
ノ
稲
ノ
束

ヲ
負
ヒ

南
ニ
死
ニ
サ
ウ
ナ
人
ア

レ
バ
行
ッ
テ
コ
ハ
ガ
ラ

ナ
ク
テ
モ
イ
ヽ
ト
イ
ヒ

北
ニ
ケ
ン
ク
ヮ
ヤ
ソ
シ
ョ

ウ
ガ
ア
レ
バ
ツ
マ
ラ
ナ

イ
カ
ラ
ヤ
メ
ロ
ト
イ
ヒ

ヒ
ト
リ
ノ
ト
キ
ハ
ナ
ミ

ダ
ヲ
ナ
ガ
シ

サ
ム
サ
ノ
ナ
ツ
ハ
オ
ロ

オ
ロ
ア
ル
キ

ミ
ン
ナ
ニ
デ
ク
ノ
ボ
ー

ト
ヨ
バ
レ

ホ
メ
ラ
レ
モ
セ
ズ

ク
ニ
モ
サ
レ
ズ

サ
ウ
イ
フ
モ
ノ
ニ

ワ
タ
シ
ハ
ナ
リ
タ
イ

★
宮
沢
賢
治
は
、1

9
3
3

年
に
亡
く
な
り
ま
す
が
、

死
後
、
弟
に
よ
り
手
帳

に
書
か
れ
た
こ
の
詩
が

発
見
さ
れ
世
に
出
た
。

サ
カ
タ
ニ
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス

発行者
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▽
16
年
余
居
住
の
宇
治
の
家
を
３

月
末
明
渡
す
約
束
で
売
り
、
店
に

近
い
東
山
区
の
古
家
を
改
装
し
て

転
居
の
段
取
り
し
て
い
た
。
そ
こ

に
大
震
災
が
起
こ
っ
た
。

▼
影
響
で
風
呂
キ
ッ
チ
ン
の
資
材

不
足
。
改
装
完
了
が
ず
れ
た
。
数

日
の
不
便
を
辛
抱
す
れ
ば
生
活
は

出
来
る
状
態
だ
っ
た
の
で
移
り
住

ん
だ
。

▽
電
話
や
ネ
ッ
ト
接
続
が
出
来
な

い
の
で
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
が
使

え
な
い
日
が
10
日
余
り
。
生
活
パ

タ
ー
ン
は
店
で
の
仕
事
は
朝
６
時

～
夜
６
時
の
従
前
と
変
ら
な
い
。

▼
だ
が
夜
が
変
っ
た
。
テ
レ
ビ
が

無
い
（
ラ
ジ
オ
は
元
々
無
し
）
。
今

ま
で
は
家
に
戻
る
と
テ
レ
ビ
を
つ

け
寝
る
ま
で
そ
の
ま
ま
。
食
事
中

も
新
聞
読
書
も
音
を
聞
き
な
が
ら
。

▽
何
時
の
間
に
か
「
家
」
の
主
体

性
を
テ
レ
ビ
に
奪
わ
れ
て
い
た
。

静
寂
が
戻
り
、
結
果
と
し
て
夫
婦

間
の
会
話
が
増
え
る
。
口
喧
嘩
の

付
録
も
つ
い
て
き
た
。

▼
孫
娘
た
ち
も
も
再
々
泊
ま
り
に

来
た
。
テ
レ
ビ
、
ゲ
ー
ム
は
無
し

で
食
卓
を
囲
ん
で
学
校
の
話
、
彼

女
達
の
お
友
だ
ち
の
話
も
聞
け
る
。

テ
レ
ビ
の
無
い
生
活
も
良
い
も
の
。

▽
時
は
今
、
「
節
電
」
が
叫
ば
れ

て
い
る
。
週
一
で
「
テ
レ
ビ
無
し

デ
ー
」
深
夜
テ
レ
ビ
の
廃
止
を
す

れ
ば
節
電
効
果
や
大
。
会
話
が
弾

み
家
族
円
満
バ
ン
ザ
イ
で
あ
る
。

▼
お
前
は
コ
ン
ビ
ニ
で
年
中
無
休

２
４
時
間
営
業
し
て
エ
ラ
ソ
ウ
ナ

と
の
お
叱
り
は
当
然
。
が
、
契
約

と
言
う
「
契
り
」
で
結
び
合
い
し

て
い
る
。
離
縁
は
至
っ
て
難
し
い
。

ー
ー

ど
ん
つ
き
ー
ー

５
/
15
・

5
月
第
3
日
曜
・

今
回
の
朝
粥
を
食
べ
る
前
の
お
話
は

旅
行
作
家

お
く
だ
か
お
り
様

「
や
っ
ぱ
り

旅
は
や
め
ら

れ
な
い
！

イ
ス
ラ
ム
の

世
界
に
つ
い

て
」
で
し
た

冒
頭
、
欧
米
（
キ
リ
ス
ト
）
や

ア
ジ
ア
（
仏
教
）
は
良
く
知
ら

れ
て
い
る
が
中
東
・
ア
ジ
ア
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
跨
る
「
イ
ス
ラ

ム
の
国
」
を
短
時
間
で
は
話
せ

な
い
か
ら
皆
さ
ん
の
中
か
ら
モ

デ
ル
を
選
ん
で
『
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
』
を
し
ょ
う
と
、
イ

ス
ラ
ム
の
国
々
で
手
に
入
れ
ら
れ
た

衣
装
を
出
さ
れ
た
。
砂
漠
の
日
照
と

イ
ス
ラ
ム
の
厳
し

い
戒
律
が
こ
の
衣

装
を
造
っ
た
と
も

話
さ
れ
、
着
か
た

は
国
に
依
っ
て
異

な
る
そ
う
だ
。

風
の
又
三
郎
と

｢

行
ッ
テ
」
思
想
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5
月

21

日

中

国

の

温
家
宝
首
相
と
韓
国
李
明
博
大
統

領
が
仙
台
に
到
着
、
東
日
本
大
震

災
の
被
害
地
を
訪
れ
ら
れ
犠
牲
者

に
献
花
、
被
災
者
を
激
励
さ
れ
、

夫
々
の
国
の
人
々
が
日
本
の
災
害

の
被
害
を
心
配
し
て
い
る
と
話
さ

れ
て
い
る
報
道
を
見
ま
し
た
。

温
家
宝
首
相
は
女
川
町
で
中
国

人
実
習
生
を
津
波
か
ら
逃
が
し
自

ら
の
命
を
落
と
し
た｢

佐
藤
充
さ

ん
」
の
行
為
に
謝
意
を
述
べ
ら
れ

た
。
女
川
町
の
水
産
会
社
に
約

160

名
中
国
人
が
働
い
て
い
た
が

1
名
の
死
者
も
無
か
っ
た
の
で
す
。

韓
国
・
李
明
博
大
統
領
も
避
難

所
の
床
に
正
座
し
て
慰
問
の
言
葉

を
お
掛
け
に
な
っ
て
い
る
姿
、
幼

児
を
抱
き
上
げ
る
映
像
も
流
れ
た
。

先
に
訪
れ
ら
れ
た
、
皇
室
の
方
々

の
、
震
災
犠
牲
者
へ
の
哀
悼
と
被

災
者
へ
の
お
心
配
り
と
励
ま
し
の

お
声
を
お
掛
け
に
な
る
姿
も
報
道

さ
れ
ま
し
た
。

あ
の
大
地
震
の
最
中
、
南
三
陸

町
の
防
災
放
送
で｢

6
メ
ー
ト
ル

の
津
波
が
き
ま
す
。
高
台
に
逃
げ

て
く
だ
さ
い
」
と
冷
静
で
聞
き
や

す
い
声
で
放
送
を
続
け
、
命
を
賭

し
た
新
婚
間
も
な
い

24
歳
の
遠

藤
未
希
さ
ん
の
遺
体
が
、
同
町
の

沖
合
い
で
見
つ
か
っ
た
と
報
道
で

知
り
ま
し
た
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う

な
話
、
行
動
は
無
数
に
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

そ
の
一
方
で
腹
立
た
し
い
映
像

も
多
く
流
れ
ま
し
た
。
被
災
地
訪

問
で
腰
に
手
を
当
て
た
ま
ま
、
形

ば
か
り
の
お
辞
儀
を
し
た
人
（
お

名
前
は
伏
せ
ま
す
）
。
最
高
責
任
者
が

原
発
事
故
発
生
後
に
中
々
表
に
現

れ
ず
、
経
過
や
現
状
報
告
を
無
機

的
に
伝
え
る
だ
け
で
、
そ
の
対
応

を
ど
う
す
る
と
言
わ
な
い
東
電
の

担
当
者
の
姿
勢
等
々
で
す
。

で
も
、
そ
れ
ら
は
少
数
派
で
、

多
数
の
日
本
人
は
全
国
津
々
浦
々

で
被
災
者
支
援
を
始
め
て
い
ま
す
。

そ
の
姿
は
大
災
害
の
中
で
の
日
本

人
の
冷
静
沈
着
な
態
度
と
共
に
世

界
中
に
伝
え
ら
れ
、
日
本
の
評
判

が
良
く
な
り
ま
し
た
。

「
自
己
中
」
と
い
う
言
葉
が
流
行

り
「
他
人
こ
と
に
は
関
り
た
く
な

い
」
風
潮
が
増
え
た
最
近
で
す
が
、

危
機
的
な
状
況
の
下
で
、
消
え
か

け
て
い
た
日
本
人
の
古
い
良
い
遺

伝
子
が
蘇
っ
た
感
で
す
。

日
本
人
は
豊
原
瑞
穂
の
国
と
呼

ば
れ
た
古
代
か
ら
「
血
縁
地
縁
」

を
大
切
に
し
て
田
植
・
盆
踊
り
・

お
祭
り
等
々
「
つ
な
が
り
」
を
大

切
に
生
き
て
き
ま
し
た
。

先
の
敗
戦
後
の
復
興
も
日
本
人
た

ち
の
「
つ
な
が
り
」
の
成
果
で
す
。

豊
か
さ
と
共
に
希
薄
に
な
っ
た

「
つ
な
が
り
」
が
、
こ
の
悲
惨
な

大
震
災
を
契
機
に
、
そ
れ
も
中
・

韓
・
世
界
を
巻
込
ん
で
「
復
活
」

で
き
る
な
ら
ば
、
平
和
な
地
球
に

な
る
チ
ャ
ン
ス
。
災
い
転
じ
て
福

と
な
る
！
と
信
じ
た
い
も
の
で
す
。

※
4
ペ
ー
ジ
の
解
説

朝
日
麦
酒
株
式
会
社

特
約
代
理
店
制
度

先
の
戦
争
中
の

日
本
の
麦
酒
会
社

は
大
日
本
麦
酒
㈱

と
麒
麟
麦
酒
㈱
に

二
社
に
な
り
、
ラ

ベ
ル
は
「
麦
酒
」

字
の
み
、
配
給
配

送
も
一
社
で
さ
れ

て
い
た
。
製
造
量

は
「
大
日
本
」
が
全
国
シ
ェ
ア

75
％
だ
っ
た
。
戦
後
（
昭

24
）
「
大

日
本
」
はG

H
Q

の
「
経
済
力
過
度

集
中
排
除
法
」
で
、
現
在
の
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
と
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
に

分
割
さ
れ
、
名
古
屋
西
は
朝
日

（
ア
サ
ヒ
）
・
東
は
日
本
（
後
サ
ッ
ポ
ロ
）

販
売
地
域
も
分
け
れ
、
全
国
区
か

ら
ロ
ー
カ
ル
メ
ー
カ
ー
に
な
っ
た
。

当
時
キ
リ
ン
は
２
５
％
。
だ
が
、

こ
の
と
き
か
ら
全
国
区
に
な
っ
た
。

関
西
基
盤
で
圧
倒
的
シ
ェ
ア
の

朝
日
麦
酒
は
、
「
酒
卸
店
」
に
他

社
の
麦
酒
を
扱
え
な
い
「
特
約
代

理
店
制
度
」
を
採
用
し
て
い
た
。

京
都
で
は
「
日
本
麦
酒
㈱
」
の
特

約
卸
屋
は
昭
和

27
年
頃
ま
で
無

く
、
麒
麟
は
明
治
屋
と
大
倉
酒
造

（
現
月
桂
冠
）

と
醤
油
問
屋
が
取
扱

い
し
た
程
度
で

20
％
程
度
の
シ
ェ

ア
だ
っ
た
。
東
京
は
酒
卸
大
問
屋

も
あ
り
力
関
係
で
ど
の
麦
酒
も
販

売
で
き
る
酒
卸
も
多
数
あ
っ
た
。

戦
後
の
混
乱
が
治
ま
り
、
東
西

の
交
流
が
増
え
る
と
、
全
国
ブ
ラ

ン
ド
の
（
馴
染
み
の
あ
る
）

麒
麟
が

徐
々
に
増
え
、
ロ
ー
カ
ル
に
な
っ

た
二
社
は
苦
戦
す
る
様
に
な
る
。

三
菱
系
列
の
麒
麟
の
販
売
政
策
は

「
支
払
・
値
段
」
に
厳
し
く
、
酒

問
屋
間
の
得
意
先
奪
い
あ
い
に
も

介
入
し
過
当
競
争
を
押
さ
え
た
。

（
酒
業
界
で
は
当
時

ケ
チ
ン
ビ
ー
ル
と
い

う
人
も
あ
っ
た
）

更
に
三
菱
系
列
各

社
が
応
援
に
総
力
を
上
げ
た
。

1955

年
（
昭
30
）
こ
ろ
か
ら
ビ
ー

ル
販
売
量
は
急
上
昇
、
が
、
西
日

本
で
圧
倒
的
に
強
い
「
朝
日
」
の

シ
ェ
ア
は
下
が
り
だ
し
た
。

そ
の
対
策
と
し
て
「
ビ
ー
ル
王
」

と
い
わ
れ
た
朝
日
麦
酒
㈱
初
代
社

長
山
本
為
三
郎
氏
は
、1

9
5
7

年

（
昭

32
）
3
月
、
戦
後
初
の
新
ビ
ー

ル
「
特
製
ア
サ
ヒ
ゴ
ー
ル
ド
」

（
発
売

3
月
・
翌
年
日
本
初
缶
ビ
ー

ル
発
売
）
を
世
に
出
さ
れ
た
。

販
売
前
の
「
特
約
店
発
表
会
」
が

吹
田
工
場
で
あ
り
、
社
長
の
お
話

と
「
ゴ
ー
ル
ド
」
を
試
飲
し
た
私

は
、
こ
の
味
な
ら
「
特
約
店
に
厳

し
い
仕
入
条
件
」
で
も
麒
麟
を
押

さ
え
ら
れ
る
と
確
信
し
た
。
当
時

ビ
ー
ル
販
売
は
家
庭
用
よ
り
は
業

務
用
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
時
代
。

値
引
の
な
い
、
支
払
い
の
早
い

「
ゴ
ー
ル
ド
」
に
バ
ー
や
キ
ャ
バ

レ
ー
の
業
務
店
が
拒
否
反
応
を
起

こ
し
た
た
め
朝
日
は
在
来
ビ
ー
ル

（
業
界
で
は
ホ
ワ
イ
ト
）
と
銘
柄
も
販

売
条
件
も
二
本
立
販
売
に
な
っ
た
。

後
ホ
ワ
イ
ト
は
消
え
た
が
「
ゴ
ー

ル
ド
」
の
販
売
条
件
は
ホ
ワ
イ
ト

並
に
な
っ
た
。
ゴ
ー
ル
ド
に
一
本

化
さ
れ
て
い
れ
ば
ビ
ー
ル
業
界
は

今
と
大
き
く
違
っ
た
だ
ろ
う
。

中
・

韓
・

首
脳

被
災
地
訪
問
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ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の

ひ
と
り
ご
と

昨
年
十
二
月
か
ら
四
月
ま
で
５
回

連
載
の｢

日
本
古
代
史
の
謎
」
は
５
月

号
⑤
で
連
載
を
ス
ト
ッ
プ
致
し
、
ご

投
稿
い
た
だ
い
て
い
る
清
水
克
彦
様

の
ご
専
門
「
保
険
の
話
」
を
今
号
か

ら
連
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
同
氏
に
勝
手
な
お
願
い
を

し
た
こ
と
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
「
保
険
の
話
」
は
、
連
載

の
目
次
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
「
法
冶
国
」
知
る
知
ら
な
い

に
関
係
な
く
法
律
（
契
約
）
に
縛
ら

れ
ま
す
。
知
ら
な
い
と
損
を
す
る
こ

と
も
多
く
、
そ
の
点
を
判
り
や
す
く

書
き
連
載
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
の
で

是
非
お
読
み
下
さ
い
。

知
っ
て
い
る
だ
け
で
損
は
避
け
ら
れ

る
と
思
い
ま
し
た
。

編
集
者

お
詫
び
と
お
知
ら
せ



「
東
山
七
条
」

か
ら
東
山

線
を
北
へ
向
か
い
ま
す
。
左
手
に

京
都
国
立
博
物
館
、
東
山
区
役
所

（
当
時
）
、
右
手
に
妙
法
院
、
専
売

公
社
病
院
（
当
時
）
を
見
な
が
ら
、

電
車
は
北
上
し
ま
す
。
東
山
区
役

所
は
、
そ
の
後
、
五
条
坂
上
ル
の

東
山
区
総
合
庁
舎
へ
移
転
し
ま
す
。

専
売
公
社
病
院
も
そ
の
後
、
武
田

病
院
と
な
り
ま
す
が
、
敷
地
内
に

は
、
平
重
盛
邸
宅
跡
と
言
わ
れ
る

庭
園
「
積
翠
園
」
が
あ
り
ま
す
。

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
病
院
に

代
わ
っ
て
、
三
年
後
を
目
指
し
て
、

フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
ズ
ホ
テ
ル
が
建

て
ら
れ
る
と
か
。
世
界
的
な
高
級

ホ
テ
ル
が
、
こ
の
地
に
で
き
る
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
は
「
馬
町
」
、
こ
こ
ま
で
来

る
と
、
久
し
ぶ
り
に
商
家
や
民
家

が
両
側
の
車
窓
に
見
え
て
き
ま
す
。

交
差
す
る
東
西
の
道
路
が
渋
谷
通

で
山
科
へ
至
る
街
道
筋
で
し
た
。

今
で
は
、
す
ぐ
近
く
の
五
条
バ
イ

パ
ス
が
山
科
へ
抜
け
る
メ
イ
ン
道

路
で
す
が
、
以
前
は
、
東
山
を
越

え
て
、
山
科
へ
至
っ
て
い
た
の
が
、

こ
の
渋
谷
街
道
だ
っ
た
の
で
す
。

今
で
も
、
山
科
か
ら
の
路
線
バ
ス

は
、
人
家
の
多
い
こ
の
通
り
を
経

由
し
て
、
市
内
へ
向
か
い
ま
す
。

今
で
は
、
街
道
沿
い
は
、
大
学
の

校
舎
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
い

ま
す
が
、
市
電
が
走
っ
て
い
た
頃

は
、
古
い
家
並
み
が
随
所
に
見
ら

れ
、
街
道
の
雰
囲
気
を
色
濃
く
残

し
て
い
ま
し
た
。

渋
谷
通
を
西
へ
入
る
と
、
市
電

が
走
っ
て
い
た
頃
は
、
清
水
焼
の

登
り
窯
が
多
く
あ
り
、
ま
だ
黒
い

煙
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
山
科
な
ど
の
郊
外
へ
窯
は
移

転
し
て
し
ま
い
、
今
で
は
、
河
井

寛
次
郎
記
念
館
が
唯
一
、
そ
の
面

影
を
残
し
て
い
ま
す
。

馬
町
付
近
で
も
う
ひ
と
つ
記
憶

に
と
ど
め
て
お
く
べ
き
事
象
と
し

て
、
馬
町
交
差
点
東
入
る
南
側
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
で
、
空
襲
に
あ
っ

た
場
所
で
す
。
空
襲
が
無
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
京
都
に
あ
っ
て
、
も

う
ひ
と
つ
空
襲
を
受
け
た
西
陣
地

区
と
と
も
に
、
戦
争
の
歴
史
を
刻

む
場
所
で
も
あ
る
の
で
す
。

さ
て
、
市
電
の
通
る
、
東
大
路

通
は
、
明
治
の
頃
は
ご
く
狭
い
道

で
し
た
。
明
治
末
期
か
ら
大
正
に

か
け
て
、
京
都
で
は
、
大
規
模
な

都
市
計
画
が
全
市
的
に
実
施
さ
れ
、

幅
の
広
い
道
路
が
市
内
縦
横
に
造

ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
道
路
中
央
に
は
、
近
代
化

の
象
徴
と
も
言
う
べ
き
、
市
電
の

軌
道
が
敷
か
れ
た
の
で
す
。

こ
の
例
は
、
東
大
路
だ
け
で
な
く
、

四
条
、
烏
丸
、
千
本
、
大
宮
通
な

ど
も
、
同
時
期
に
出
来
た
道
路
で

す
。
現
在
も
、
京
都
の
道
路
の
代

表
と
し
て
機
能
す
る
こ
れ
ら
の
道

路
は
、
実
に
こ
の
明
治
末
期
の
先

見
の
明
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
し

た
。

「
市
電
が
走
っ
た
街
④
」
福
田

静
二
様
（
今
号
こ
の
ペ
ー
ジ
掲
載

）

の
ご
投
稿
に
【
現
東
山
武
田
病

院
は1

9
5
4

年<

昭
29
）

妙
法
院
が
積

翠
園
の
敷
地
を
含
め
て
専
売
公

社
に
売
却
、
そ
の
後
出
来
た
京

都
専
売
病
院
を
引
継
い
だ
】
と

書
れ
て
い
る
。

も
う
57
年
前
の
こ
と
で
知
る

人
も
少
な
い
が
、
当
時
東
寺
付

近(

？)

に
有
っ
た
「
専
売
病
院
」

が
手
狭
に
な
り
、
移
転
の
た
め

専
売
公
社
が
そ
の
場
所
を
選
ん

だ
。
病
院
の
患
者
は
（
当
時
）

職
業

的
に
結
核
患
者
が
多
い
と
言
わ

れ
校
地
が
隣
接
す
る
「
修
道
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
等
の
「
専
売
病

院
移
設
反
対
」
運
動
が
起
こ
っ

た
。
ヨ
シ
イ
ち
ゃ
ん<

19
歳
編
集
者
）

も
そ
れ
に
参
加
し
て
い
た
の
で

｢

馬
町
」
の
文
を
読
み
パ
ッ
と
記

憶
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
。

当
時
、
現
東
山
診
療
所
は
修

道
校
区
内
に
有
り
、
診
療
所
を

拠
点
に
し
た
「
東
山
日
曜
会=

社

会
科
学
勉
強
会
」
や
「
と
も
し
び
会

＝
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
」
も
反
対
運

動
に
参
加
、
「
会
」
の
一
員
で

あ
っ
た
私
も｢

結
核
病
棟
反
対
・

名
園
積
翠
園
を
潰
す
な
」
の
地

地域とお客様のお役に立つ店をめざして！ とんからりんVOL141 2011(平成23年）6月1日（水）P3

京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ

29

忘
れ
ら
れ
た
東
山
区

ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

市
電
が

走
っ
た

街

京
都
を

巡
る

④

福
田
静
二

域
の
運
動
に
（
ビ
ラ
貼
り
ビ
ラ
撒
き
講
演

会
）

加
わ
っ
た
。
そ
の
結
果
「
結

核
病
棟
は
つ
く
ら
な
い
・
積
翠
園

は
保
存
す
る
」
条
件
で
病
院
開
設

を
認
め
る
地
域
協
定
が
結
ば
れ
た
。

協
定
は
今
も
生
き
て
い
て
今
後
も

護
ら
れ
る
と
関
係
者
か
ら
聞
い
た
。

歳
月
は
皮
肉
、
今
の
私
は
「
反
対

し
た
病
院
」
の
患
者
。
毎
月
通
院

し
て
い
る
大
切
な
病
院
で
あ
る
。

福
田
様
の
写
真
は
、
既
に
専
売

病
院
が
写
っ
て
い
る
の
で
昭
30
年

代
の
も
の
だ
ろ
う
。
今
は
市
電
軌

道
は
無
い
が
他
の
風
景
は
そ
の
頃

と
同
じ
。
蜘
蛛
の
巣
状
態
の
電
線

が
絡
み
つ
い
た
電
柱
（
写
真
★
）
狭

い
（
歩
）
道
に
電
柱
・
電
信
柱
が

デ
ー
ン
と
突
っ
立
っ
て
い
る
。

東
山
区
は
風
致
景
観
保
全
地
区
が

広
く
、
高
さ
や
色
に
も
厳
し
い
規

制
が
あ
る
。
地
図
上
で
線
引
き
は

し
た
が
、
こ
れ
が
何
故｢

風
致
地

区
」
と
思
え
る
風
景
や
町
並
み
も

多
く
あ
る
。
風
致
の｢

枠
」
だ
け

決
め
た
後
は
（
他
区
比
較
で
）｢

忘
れ

ら
れ
て
い
て
る
」
よ
う
に
思
え
る
。

高
齢
者
率
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
東

山
。
坂
道
が
多
く
、
社
寺
仏
閣
で

分
断
さ
れ
三
条
～
七
条
は
直
線
通

過
で
き
る
道
路
は
川
端
と
東
大
路

だ
け
。
後
は
電
柱
だ
ら
け
の
狭
い

道
が
殆
ん
ど
。
「
細
い
道
・
東
西

の
坂
・
電
柱
」
の
三
重
苦
の
道
路

を
手
押
し
車
や
杖
を
頼
り
に
、
自

動
車
や
自
転
車
に
気
を
配
り
歩
く

高
齢
者
を
多
く
見
か
け
る
。

社
寺
仏
閣
、
世
界
遺
産
も
あ
る

観
光
東
山
か
ら
電
柱
電
信
柱
を
地

下
化
を
具
体
的
に
考
え
実
施
す
べ

き
時
と
思
う
。
モ
デ
ル
は
既
に
祇

園
町
に
あ
る
。
京
都
の
名
誉
の
た

め
に
電
柱
地
中
化
を
望
み
た
い
！
。

馬町交差点付近まで来ると民家・商店が多くなる。

雪の日、妙法院の前を行く市電。

★



1
9
50

年<

昭
25
）
個
人
経
営

酒
卸
業

「
酒
谷
本
店
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

酒
卸
（
乙
）

免
許
は
酒
小
売
店
の

み
販
売
す
る
条
件
付
。
（1

9
7
3

年
昭
48

解
禁
）｢

飲
食
業
」
併
業
不
可
で
、

戦
前
か
ら
の
酒
場
も
酒
小
売
も
辞

め
て
開
業
だ
。
最
盛
期
八
店
舗
あ
っ

た
『
神
馬
酒
場
』
も
知
り
合
い
の

酒
小
売
店
に
納
入
を
依
頼
し
た
。

米
の
配
給
制
度
は
壊
れ
か
け
て

い
た
が
酒
と
共
に
統
制
は
続
き
、

米
は
農
林
省
・
酒
は
大
蔵
省
の
僕

の
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
。
酒
業
界

も
農
民
も
そ
れ
を
良
と
し
て
い
た

と
思
う
。
歳
月
重
な
り
今
や
酒
屋

米
屋
は
激
減
、
農
業
人
口
も
減
っ

た
が
名
は
変
わ
っ
て
も
役
所
は
健

在
、
酒
税
よ
り
美
味
し
い
消
費
税

が
出
来
た
か
ら
今
は
知
ら
ん
ふ
り

状
態
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
戦
時

中
公
団
な
ど
で
三
つ
に
絞
れ
て
い

た
京
都
酒
卸
店
が
二
八
店
に
な
り

そ
の
後
も
増
え
て1971

年
（
昭46

）

に
は
京
都
滋
賀
合
わ
す
と
三
六
店

に
な
っ
て
い
た
。
（
現
在
は
九
）

酒
卸
屋
は
増
え
た
が
、
米
は
厳

重
な
統
制
品
、
酒
造
米
は
蔵
の
実

績
を
基
本
に
国
税
局
が
蔵
に
割
当

る
。
麦
酒
は
贅
沢
品
扱
い
、
一
本

の
価
格
は
理
髪
代
金
程
で
量
は
売

れ
な
い
。
貧
乏
人
は
、
焼
酎<

甲

＝
ア
ル
コ
ー
ル
の
水
割
り

）
か
密
造
の

「
ド
ブ
酒
」
で
酔
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
（
日
本
）
酒
不
足
時
代
活
躍

し
た
の
が
、
米
を
使
わ
ず
に
清
酒

に
似
た
「
合
成
酒
」
。1

9
1
9

年

（
大
8
）

ビ
タ
ミ
ン
の
研
究
で
世
界

的
に
著
名
な
鈴
木
梅
太
郎
博
士
が

開
発
、
戦
後
「
利
久
」
の
名
で
販

売
さ
れ
た
。
父
は
そ
の
販
売
権
を

得
、
更
に
宝
酒
造
㈱
出
身
の
加
藤

弁
三
郎
氏
が
設
立
し
た
協
和
発
酵

と
も｢

焼
酎
」
の
お
取
引
が
出
来

た
。
清
酒
は
祖
父
の
代
か
ら
の
取

引
の
「
菊
正
宗
」
他
・
ビ
ー
ル
は

「
ユ
ニ
オ
ン
」
を
扱
っ
て
い
た
こ

と
か
ら｢
朝
日
麦
酒
㈱
」
の
特
約

代
理
店
（
注P

2

）
に
な
っ
た
。

余
談
で
あ
る
が
卸
開
店
時
お
得
意

先
の
酒
小
売
店
様
に
挨
拶
品
と
し

て
お
配
り
し
た
61
年
前
の｢

協
和
・

利
久
」
の
名
入｢

酒
屋
袋
」
を

「
私
の
ル
イ
ビ
ト
ン
」
と
称
し
今

も
愛
用
し
て
い
る
。
私
同
様
に
丈
夫
だ

敗
戦
で
海
外
引
揚
者
も
あ
り

｢

飲
酒
人
口
」
急
増
し
た
が
、
米

不
足
で
酒
は
造
れ
る
量
は
制
限
さ

れ
て
い
る
。
灘
・
伏
見
の
酒
ど
こ

ろ
の
酒
だ
け
で
は
足
り
ず
、
滋
賀

県
三
重
県
な
ど
の
酒
を
集
め
小
売

店
に
廻
し
た
。
ま
だ
千
円
札
し
か

な
い
時
代
、
父
と
店
の
人
二
人
が

満
員
の
山
陰
線
に
載
り
、
現
金
を

胴
巻
き
に
入
れ
鳥
取
の
酒
蔵
で
小

売
値
段
で
貨
車
2
台
分
買
い
に
行
っ

た
事
も
あ
る
。
小
売
値
で
買
っ
て

卸
値
で
売
る
の
だ
か
ら
損
に
な
る
。

そ
こ
で
そ
の
酒
と
同
量
の｢

合
成

酒
」
を
買
う
条
件
付
で
希
望
す
る

小
売
屋
さ
ん
に
売
っ
て｢

帳
尻
を

合
わ
す
」
の
だ
。

↑
ワ
ム
貨
車
2
台

分
は
予
約
で
完
売

し
た
。
今
や
時
効

だ
が
・
酒
小
売
店

は
、
そ
の
両
方
を

混
ぜ
て｢

清
酒1

級
」

と
し
て
販
売
し
た
の
だ
。
小
売
酒

店
段
階
で
の
そ
の
行
為
は
酒
税
法

上
は
違
反
だ
。
だ
が
戦
時
中
か
ら

酒
蔵
で
三
増
酒
が
造
ら
れ
て
き
た
。

そ
れ
を
知
っ
て
い
る
酒
業
は
、
同

じ
事
と
の
感
覚
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

が
、
酒
小
売
店
の
儲
け
も
「
三
増
」

し
た
の
は
事
実
だ
。
正
に
酒
屋
の

黄
金
時
代
で
あ
っ
た
。
※P

2

の
文
は

今
月
・
日
経
掲
載
・
瀬
戸
雄
三
様
「
私
の

履
歴
書
」
に
諸
触
さ
れ
急
に
変
更
記
し
た
。
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○
小
売
業
は

一
次
～
二
次
商

圏
に
住
む
べ
き
だ
と
知
り
な
が
ら

16
年
前
宇
治
市
に
転
居
、
店
に
通
っ

て
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
た
。

●
往
復
約
８
０
分
車
を
運
転
し
て

通
い
続
け
た
が｢

夜
道
」
は
対
向

者
の
ラ
イ
ト
が
眩
し
く
危
険
を
感

じ
だ
し
た
。
商
売
も
競
合
や
景
気

悪
化
で
厳
し
い
時
代
に
な
っ
た
。

○
店
の
近
く
に
戻
ろ
う
か
思
っ
て

い
た
。
社
長
は
退
い
た
が
、
あ
と

３
年
で
祖
父
母
が
開
い
た｢

店
」
。

そ
の
百
年
を
二
人
と
父
を
知
る
私

も
元
気
で
迎
え
る
と
決
め
て
い
る
。

●
そ
の
百
年
、
祖
父
は
32
年
、
父

29
年
、
私
は
今
年
36
年
年
分
担
と
、

あ
と
３
年
す
る
こ
と
に
な
る
。
破

産
寸
前
の
危
機
が
二
度
。
他
社
の

支
援
を
受
け
た
時
も
あ
る
。

○
そ
れ
を
乗
り
越
え
ら
れ
て
今
に

至
る
間
、
地
域
の
、
ご
縁
の
有
る

方
の
ご
支
持
と
ご
支
援
を
戴
い
た
。

フ
ァ
ミ
マ
の
24
年
の
延
客
数
は
東

京
都
の
人
口
を
越
す
だ
ろ
う
。

●
協
力
し
て
く
れ
た
社
員
や
バ
イ

ト
・
パ
ー
ト
の
方
々
の
力
も
大
き

い
。
仕
入
先
や
コ
ン
ビ
ニ
本
部
、

同
業
の
友
人
、
色
々
な
ご
縁
で
知

り
合
っ
た
方
に
支
援
を
戴
い
た
。

○
好
・
不
況
。
大
小
に
関
ら
ず
、

潰
れ
る
店
も
有
る
が
残
る
店
も
多

い
。
わ
が
店
は
残
れ
る
店
で
有
り

た
い
。
大
き
な
儲
け
は
望
ん
で
い

な
い
が
損
が
出
れ
ば
潰
れ
る
。

●
阪
急
（
河
原
町
）

は
マ
ル
イ
。
近

鉄
は
ヨ
ド
バ
シ
。
大
は
儲
か
ら
な

い
と
交
替
。
暫
く
は
残
念
や
淋
し

い
の
声
が
聞
こ
え
た
が
、
今
は
そ

こ
へ
行
く
人
が
増
え
た
。
我
は
何

処
へ
も
行
先
な
し
は
、
こ
こ
で
頑

張
る
の
み
。
お
客
さ
ん
次
第
だ
が
。

酒

屋

で

生

き

て

生
か
さ
れ
て

編
集
後
記

第
五
十
八
話

酒
屋
の
黄
金
時
代
①

事
例
に
も
と
づ
い
て
順
次
説
明
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
月
は
身
近
で
興
味
の
も
て
そ
う
な

目
次
を
述
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

Ⅰ
・
保
険
金
請
求
が
出
来
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
に
多
く
の
契
約
者
が

請
求
し
て
い
な
い
場
合

・
家
財
の
火
災
保
険
に
お
け
る

家
財
の
毀
損

・
建
物
の
火
災
保
険
に
お
け
る

建
物
の
毀
損

Ⅱ
医
療
保
険
は
よ
く
考
え
た
ら

必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
？

・120

日
も
し
く
は60

日
限
定
入
院
で

受
け
取
れ
る
保
険
金
と
、
終
身
支
払

い
保
険
料
を
比
較
し
て
み
れ
ば
・
・

Ⅲ
相
続
に
対
処
す
る
上
で
終

身
保
険
は
有
効
な
手
段
た
り
う

る
。

①
相
続
税
非
課
税
枠
が
あ
り
、
し
か

も
②
現
金
が
相
続
で
膨
ら
む
生
命
保

険
は
最
高
の
金
融
商
品
で
あ
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ⅳ
子
供
の
無
い
ご
夫
婦
で
、
ご
主

人
名
義
の
家
屋
と
預
金
等
は
、
ご
主

人
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
奥
様
は
全

部
ご
自
分
の
物
に
な
る
と
思
っ
て
お

ら
れ
ま
せ
ん
か
？
と
て
も
難
し
い
問

題
が
発
生
す
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
・
・
。
生
命
保
険
は
有
効
な

手
段
を
提
供
し
ま
す
。

Ⅴ
相
続
人
が
認
知
症
と
な
っ
た
場
合

遺
産
分
割
協
議
を
す
る
た
め
に
成
年

後
見
人
を
選
任
す
る
必
要
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

遺
産
分
割
協
議
が
成
立
す
る
ま
で
被

相
続
人
の
預
金
は
引
き
出
せ
な
い
と

い
う
事
態
が
生
じ
ま
す
。

生
命
保
険

は
有
効
な
手
段
を
提
供

し
ま
す
。

Ⅵ
○
○
建
託
の
甘
言
に
乗
せ
ら
れ

マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
て
し
ま
っ
た
が
、

マ
ン
シ
ョ
ン
に
入
居
者
が
入
ら
な
い
・
・

相
続
財
産
は
債
務
超
過
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

相
続
放
棄
を
し
な
が
ら
も
、
い
ま
い

ま
し
い
建
託
会
社
や
銀
行
に
一
矢
報

い
る
方
法
が
な
い
か
？

生
命
保
険
を
活
用
し
ま
す
。

Ⅶ
母
子
家
庭
に
お
い
て

生
命
保
険
金
の

受
取
人
を
子
供
に

す
る
の
はNG

（
良
く
な
い
）
で
す
。

知
ら
な
い
と

損
を
す
る

保
険
の
話
①

清
水
克
彦


